
兵庫・神戸産業界モノづくり磨き新産業創出へ

　
兵
庫
・
神
戸
で
は
地
元
中
小
企
業
に
対
し
連
携
を
強
め
よ
う
と
す
る
大
学
な
ど
の

研
究
機
関
や
、
具
体
的
な
成
果
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
産
業
支
援
機
関
の
動
き
が
活

発
化
し
て
い
る
。
価
格
と
技
術
で
世
界
と
競
争
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
小
企
業
に
は

こ
う
し
た
支
援
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
研
究
機
関
や
支
援
機
関
の
新
た
な
の
取
り

組
み
を
追
っ
た
。 産
学
官
の
絆
強
ま
れ

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
移
転
報
告
会

８
月

日

握
手
す
る
太
田
機
構
長

と
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
牛
尾
理
事
長

阪
神
地
域
活
性
化
へ
兵
庫
県
大
と
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ

フォーラムで情報交換神戸大

支
援
効
率
化
目
指
す
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
神
戸
会
議
所
会
館
に
移
転

実効性ある連携を追求

　　 ２０１４年 平成２６年 ９月２４日 水曜日 【広告特集】 （ ）

　
兵
庫
県
立
大
学
産
学
連
携

・
研
究
推
進
機
構

太
田
勲

機
構
長

は
９
月

日
、
近

畿
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
工
技
術

研
究
所

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
、
兵
庫

県
尼
崎
市
、
牛
尾
誠
夫
理
事

長

と
連
携
協
定
を
結
ん

だ
。
研
究
機
関
と
の
協
定
は

今
回
初
と
な
る
。
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ

の
レ
ー
ザ
ー
や
薄
膜
の
加
工

技
術
や
材
料
評
価
技
術
に
同

大
学
の
切
削
・
研
削
や
設
計

な
ど
の
先
端
生
産
加
工
技
術

を
加
え
る
こ
と
で
企
業
と
の

連
携
可
能
な
分
野
を
広
げ
、

技
術
の
高
度
化
を
進
め
て
阪

神
地
域
の
活
性
化
を
図
る
の

が
狙
い
だ
。

　
連
携
は
同
大
学
の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
が
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
に

同
行
し
、
尼
崎
工
業
会

中

村
孝
理
事
長

の
会
員
企
業

や
兵
庫
県
阪
神
南
県
民
局
が

Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
と
の
協
力
で
実
施

し
て
い
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
実
用
化
支
援

事
業
」
の
支
援
企
業
を
訪
問

す
る
。
ニ
ー
ズ
や
課
題
を
探

り
、
当
該
分
野
の
教
員
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
進
め
技
術
開

発
や
販
路
開
拓
を
支
援
す

る
。
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
が
発
掘
し
た

企
業
ニ
ー
ズ
の
共
用
化
を
進

め
、
同
大
学
の
研
究
に
生
か

す
ほ
か
、
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
主
催
の

技
術
相
談
会
や
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
教
員
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
派
遣
す
る
計
画
だ
。

　
兵
庫
県
大
は
こ
れ
ま
で
経

済
・
経
営
分
野
で
は
尼
崎
市

を
中
心
と
し
た
阪
神
地
域
と

連
携
を
密
に
し
て
い
た
が
、

技
術
分
野
で
は
工
学
部
が
尼

崎
市
か
ら
遠
い
姫
路
市
に
あ

る
た
め
、
関
係
が
手
薄
だ
っ

た
。
太
田
勲
機
構
長
は
「
ま

ず
は
一
緒
に
企
業
を
回
る
。

姫
路
で
好
評
な
実
習
付
き
セ

ミ
ナ
ー
な
ど
を
尼
崎
で
も
開

き
た
い
」
と
意
気
込
む
。
一

方
、
牛
尾
誠
夫
理
事
長
は

「
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｉ
の
研
究
開
発
や

技
術
支
援
に
兵
庫
県
大
の

知
の
集
積
が
加
わ
れ
ば
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。
よ
り
先

端
的
で
広
い
分
野
の
技
術
相

談
が
可
能
に
な
り
多
く
の
企

業
の
支
援
に
つ
な
が
る
」
と

今
後
の
実
効
性
の
あ
る
連
携

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

　
一
方
、
神
戸

大
学
工
学
部
は

月

日
に
地

域
の
中
堅
・
中

小
企
業
と
の
産

学
連
携
事
業

「
産

ト
ゥ

ー

学
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開

く
。
企
業
の
技

術
や
製
品
展

示
、
学
生
の
企

業
へ
の
派
遣
、

大
学
シ
ー
ズ
の

紹
介
、
若
手
教

員
に
よ
る
技
術

相
談
や
マ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
で
双

方
の
技
術
力
や

研
究
力
の
発
展

を
図
る
の
が
狙

い
だ
。
地
域
の

企
業
と
大
学
が
相
互
で
情
報

を
交
換
す
る
試
み
は
初
と
い

う
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
大
学
側
が

工
学
研
究
科
、
シ
ス
テ
ム
情

報
学
研
究
科
、
連
携
創
造
本

部
か
ら
全
教
員
約
２
０
０
人

が
参
加
す
る
。
企
業
の
募
集

は
県
内
各
種
団
体
な
ど
を
通

じ
て
７
月
中
旬
ま
で
働
き
か

け
た
結
果
、
大
手
４
―
５
社

を
含
む

社
の
地
元
企
業
の

出
展
が
決
ま
っ
て
い
る
。
９

月
か
ら
そ
の

社
の
う
ち

社
で
大
学
３
年
生
か
ら
修
士

課
程
の
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ

数
日
か
ら
１
週

間

が
始
ま
っ
て
お
り
、
フ

ォ
ー
ラ
ム
当
日
に
そ
の
学
生

ら
が
派
遣
先
企
業
の
魅
力
を

紹
介
す
る
。
大
学
シ
ー
ズ
の

展
示
や
若
手
教
員
に
よ
る
技

術
相
談
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
も
予
定
す
る
。
今
後
は

４
年
ご
と
に
シ
ー
ズ
を
紹
介

す
る
「
工
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

と
合
わ
せ
て
２
年
お
き
の
交

互
開
催
を
計
画
し
て
お
り
、

結
果
に
応
じ
て
規
模
、
内

容
、
回
数
な
ど
に
柔
軟
に
対

応
す
る
方
針
だ
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
の
背
景

に
は
大
学
の
地
域
に
お
け
る

社
会
的
な
役
割
と
し
て
優
秀

な
人
材
の
輩
出
だ
け
で
な

く
、
地
元
企
業
と
の
連
携
に

よ
る
産
業
の
高
度
化
で
地
域

の
活
性
化
を
求
め
る
声
が
高

ま
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
こ

れ
ま
で
神
戸
大
学
は
「
Ｋ
Ｏ

Ｂ
Ｅ
工
学
サ
ミ
ッ
ト
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
で
地

域
と
の
関
係
を
深
め
て
き
た

が
、
地
元
中
小
企
業
と
は
手

薄
だ
っ
た
。
「
す
ぐ
に
は
難

し
い
が
、
で
き
る
限
り
身
近

な
存
在
に
な
り
、
連
携
を
通

し
て
教
員
の
意
識
改
革
に
も

つ
な
げ
た
い
」

冨
山
明
男

大
院
教
授

と
期
待
す
る
。

　
産
業
支
援
機
関
で
も
支
援

強
化
の
動
き
が
出
て
き
た
。

中
小
企
業
を
技
術
面
で
支
援

し
て
き
た
新
産
業
創
造
研
究

機
構

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

が
８

月
、
経
営
支
援
や
販
路
開
拓

で
支
援
す
る
商
工
会
議
所
が

入
る
神
戸
商
工
会
議
所
会
館

に
移
転
し
た
。
今
後
は
連
携

を
深
め
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
生
か
し
、
企
業
支
援

を
活
発
化
す
る
。
具
体
的
に

は
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
進
め
る
「
マ

イ
ク
ロ
・
ナ
ノ
バ
ブ
ル
利
活

用
推
進
事
業
」
に
会
議
所
が

会
員
企
業
の
参
加
を
促
す
ほ

か
、
会
議
所
の
「
川
上
・
川

下
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
業
」
に
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
が
技
術

面
で
の
支
援
を
本
格
化
す

る
。
こ
の
ほ
ど
開
か
れ
た
移

転
報
告
会
で

「
企
業
は
今

後
よ
り
一
層

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
を

活
用
し
て
ほ

し
い
」

橋

本
芳
純
Ｎ
Ｉ

Ｒ
Ｏ
専
務
理

事

と
述
べ

る
一
方
、
村

田
泰
男
神
戸

商
工
会
議
所

専
務
理
事
は

「
相
互
機
能

を
よ
り
高
め

て
企
業
を
強
力
に
支
援
し
た

い
」
と
力
を
込
め
た
。


